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学
習
の
苦
手
な
生
徒
を
最
も
活
躍
さ
せ
る

学
習
に
嫌
悪
感
す
ら
抱
い
て
い
る
中
学
生
た
ち
を
相
手
に
、
彼
ら
の
可
能
性
を

引
っ
張
り
出
す
授
業
を
日
々
展
開
し
て
い
る
。

継
続
の
末
に
、
毎
年
、
揺
る
ぎ
な
い
事
実
が
生
ま
れ
る
。

2018.5

某
年
某
学
校
で
の
実
践
で
あ
る
。

「
先
生
、
勉
強
を
教
え
て
く
だ
さ
い
」

週
明
け
の
朝
、
児
童
養
護
施
設
で
生
活
す
る
Ａ
子
が
突
然
声
を
掛
け
て
き
た
。

自
学
で
、
更
に
突
っ
込
ん
だ
国
語
学
習
が
し
た
い
の
だ
と
い
う
。

施
設
の
子
供
た
ち
は
過
酷
な
生
育
歴
を
背
負
っ
て
い
る
。

彼
ら
が
通
っ
て
く
る
学
校
に
勤
務
す
れ
ば
分
か
る
。
教
師
の
想
像
を
超
え
た
人
生
を
歩
ん
で
い
る
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子
供
ば
か
り
な
の
だ
。
生
き
て
い
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
そ
の
一
言
し
か
言
葉
に
な
ら
な
い
よ
う

な
、
そ
ん
な
子
供
も
い
る
。

Ａ
子
も
例
外
で
な
く
、
様
々
な
こ
と
に
批
判
の
目
を
向
け
、
学
年
職
員
を
は
じ
め
大
半
の
教
師
と

ぶ
つ
か
る
女
子
だ
っ
た
。

学
年
も
学
級
も
も
た
な
い
私
は
、
授
業
で
勝
負
し
て
い
っ
た
。

ひ
と
月
で
、
目
つ
き
が
優
し
く
な
っ
た
。

九
月
に
は
、
討
論
で
ぽ
つ
ぽ
つ
と
発
言
し
始
め
た
。

十
一
月
の
実
力
テ
ス
ト
で
、
得
点
を
ぐ
ん
と
伸
ば
し
た
。

十
二
月
、「
志
望
校
を
変
え
ま
し
た
」
と
報
告
に
来
た
。

三
学
期
に
は
討
論
の
主
役
を
張
っ
た
。
彼
女
の
存
在
は
、
そ
の
学
級
の
授
業
に
な
く
て
は
な
ら
な

い
も
の
と
な
っ
た
。

私
立
入
試
の
中
心
日
に
、
彼
女
は
学
校
に
残
留
し
た
。

施
設
の
子
供
で
私
立
を
受
験
す
る
子
は
、
毎
年
皆
無
で
あ
っ
た
。
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各
学
級
、
ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が
受
験
に
行
っ
て
い
る
状
況
だ
。

残
留
生
徒
を
全
部
集
め
、「
参
観
し
た
い
」
と
い
う
同
僚
も
子
役
に
し
て
、
ま
と
め
て
授
業
を
し

た
。
文
学
的
文
章
と
説
明
的
文
章
の
読
解
で
あ
る
。

こ
れ
が
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。
学
級
の
枠
を
取
り
払
っ
て
の
新
鮮
な
授
業
で
あ
る
上
に
、
答
え

の
検
討
で
質
の
高
い
発
言
が
続
い
た
の
だ
っ
た
。

他
学
級
の
子
供
や
同
僚
た
ち
は
、
Ａ
子
の
取
り
組
み
の
す
ば
ら
し
さ
に
度
肝
を
抜
か
れ
て
い
た
。

彼
女
の
変
容
ぶ
り
は
、
彼
ら
の
想
定
の
上
の
上
を
行
っ
て
い
た
の
だ
。

翌
日
、
Ａ
子
の
学
級
の
授
業
で
、
そ
れ
を
伝
え
た
。
顔
を
赤
ら
め
て
、「
で
も
、
も
っ
と
頑
張
り

ま
す
」
と
宣
言
し
た
。
小
さ
な
ど
よ
め
き
が
起
き
た
。
こ
れ
が
人
間
の
可
能
性
な
の
だ
と
、
私
も
ま

た
胸
が
熱
く
な
っ
た
。
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向
山
型
研
修
大
会
運
営
法

練
習
試
合
の
数
倍
の
経
験
値
を
積
み
得
る
研
修
大
会
を
向
山
型
で
運
営
す
る
と
、

子
供
も
大
人
も
幸
せ
に
な
る
。

2018.6

中
高
教
師
の
宿
命
で
あ
る
部
活
動
指
導
。

某
年
十
二
月
。
二
十
三
日
に
公
式
戦
を
終
え
、
二
十
五
日
に
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
の
研
修
大
会
を
主
催

し
た
。
研
修
大
会
の
運
営
は
負
荷
の
高
い
仕
事
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
す
る
の
は
自
チ
ー
ム
の
み
な
ら

ず
、
県
の
競
技
レ
ベ
ル
の
向
上
に
資
し
た
い
か
ら
で
あ
る
。

今
回
は
八
校
八
十
ペ
ア
を
招
い
た
。
ど
こ
も
実
績
の
あ
る
学
校
で
あ
る
。

運
営
委
員
長
と
し
て
、
前
日
ま
で
の
準
備
と
当
日
の
運
営
に
取
り
組
ん
だ
。
必
然
的
に
生
徒
は
運
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営
メ
ン
バ
ー
と
な
る
。
彼
ら
は
早
朝
か
ら
夕
方
ま
で
、
自
分
た
ち
の
試
合
が
あ
り
な
が
ら
、
様
々
な

仕
事
に
走
り
回
る
こ
と
と
な
っ
た
。

私
は
ず
っ
と
本
部
に
い
て
、
試
合
の
組
合
せ
や
コ
ー
ト
割
等
の
管
理
を
し
て
い
た
。
ゆ
え
に
ベ
ン

チ
コ
ー
チ
に
は
一
度
も
入
れ
な
か
っ
た
。
日
頃
か
ら
自
分
の
頭
で
考
え
さ
せ
て
い
る
か
ら
、
監
督
不

在
で
も
生
徒
は
動
じ
な
い
。

二
十
三
日
の
大
会
で
唯
一
勝
利
で
き
な
か
っ
た
一
年
生
ペ
ア
も
、
記
念
す
べ
き
一
勝
を
挙
げ
た
。

の
み
な
ら
ず
、
あ
と
二
点
で
二
回
戦
突
破
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
い
っ
た
。
二
年
生
一
番
手
が
ベ
ス
ト

４
に
残
り
、
二
年
生
二
番
手
と
一
年
生
二
番
手
が
ベ
ス
ト
８
に
残
っ
た
。
結
果
と
し
て
、
上
位
八
ペ

ア
中
四
、
五
、
六
位
で
あ
っ
た
。

研
修
大
会
の
運
営
も
、「
向
山
型
」
で
や
る
。
例
え
ば
、
空
白
禁
止
で
あ
る
。
八
十
ペ
ア
が
集
う

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
。
通
常
な
ら
ば
、
負
け
れ
ば
終
わ
り
。
一
回
戦
で
シ
ー
ド
選
手
と
当
た
っ
て
瞬
時

に
敗
れ
た
選
手
は
、
そ
こ
か
ら
九
時
間
あ
ま
り
応
援
の
み
と
な
る
。

そ
う
い
う
の
が
、
好
き
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
一
回
戦
負
け
の
四
十
ペ
ア
用
に
別
の
ト
ー
ナ
メ
ン
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ト
を
作
り
、「
優
勝
」
ま
で
取
り
組
ま
せ
た
。

の
み
な
ら
ず
、
二
回
戦
負
け
の
二
十
ペ
ア
用
に
も
第
三
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を
作
り
、「
優
勝
」
ま

で
取
り
組
ま
せ
た
。

の
み
な
ら
ず
、
三
回
戦
負
け
の
選
手
用
に
新
た
に
コ
ー
ト
を
借
り
受
け
、
オ
ー
プ
ン
対
戦
を
勧
め

た
。誰

に
教
わ
っ
た
わ
け
で
も
な
い
。
選
手
の
た
め
に
何
が
良
い
か
を
考
え
れ
ば
、
答
え
は
出
る
。

こ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
極
め
て
好
評
だ
っ
た
。
閉
会
式
で
司
会
を
終
え
る
と
、
各
校
の
選
手
が
次
々

と
駆
け
寄
っ
て
き
た
。

「
感
動
し
ま
し
た
！　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！
」

「
二
時
間
掛
け
て
来
て
、
本
当
に
勉
強
に
な
り
ま
し
た
！
」

「
ぜ
ひ
第
二
回
も
開
い
て
く
だ
さ
い
！
」

そ
の
後
、
監
督
陣
か
ら
も
。

彼
ら
の
喜
び
が
、
私
の
喜
び
と
な
る
。
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向
山
型
国
語
で
授
業
び
ら
き

ア
セ
ス
メ
ン
ト
※

を
積
み
重
ね
つ
つ
、
ま
ず
は
全
体
を
整
え
、
し
か
る
後
に
個
別

の
支
援
を
展
開
し
て
い
く
。

逆
転
現
象
を
起
こ
す
こ
と
が
肝
で
あ
る
。

2018.7

国
語
の
授
業
び
ら
き
で
私
が
な
す
こ
と
は
、
教
務
主
任
と
な
り
、
学
年
所
属
が
な
く
な
っ
て
も
変

わ
ら
な
い
。「
教
材
の
使
い
方
の
指
導
」「
発
表
の
仕
方
の
指
導
」「
忘
れ
物
の
指
導
」「
ノ
ー
ト
指

導
」「
メ
モ
の
指
導
」
な
ど
を
教
え
、
活
動
さ
せ
、
褒
め
て
定
着
さ
せ
る
。
一
週
間
で
全
体
を
安
定

さ
せ
る
。

全
体
対
応
で
は
、
ま
ず
、
筆
記
用
具
を
統
一
す
る
。
Ｂ
・
２
Ｂ
の
鉛
筆
、
赤
鉛
筆
、
下
敷
、
ミ
ニ

定
規
で
あ
る
。
次
に
、
授
業
は
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ノ
ー
ト
で
統
一
す
る
。
優
れ
た
教
材
も
採
用
す
る
。
効
果
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第 １章　子供の変容

の
上
が
る
指
導
を
挙
げ
る
。

①
「
あ
か
ね
こ
漢
字
ス
キ
ル
」
を
用
い
た
漢
字
指
導

②
「
暗
唱
詩
文
集
」
を
用
い
た
暗
唱
指
導

③
「
あ
か
ね
こ
名
文
視
写
ス
キ
ル
」
を
用
い
た
視
写
学
習

④
「
あ
か
ね
こ
読
解
ス
キ
ル
」
を
用
い
た
短
文
読
解
指
導

作
業
内
容
と
手
順
と
が
は
っ
き
り
し
て
い
て
、
混
乱
が
生
じ
な
い
。
学
び
方
が
身
に
付
く
。
短
時

間
で
達
成
感
を
得
ら
れ
る
。

向
山
実
践
ほ
か
を
追
試
す
る
。
既
習
教
材
ゆ
え
生
徒
は
高
を
く
く
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
「
あ
れ
ど

も
見
え
ず
」
を
問
う
も
の
だ
か
ら
、
予
想
の
外
れ
た
生
徒
は
驚
き
、
熱
中
す
る
。
知
的
な
授
業
を
通

し
、「
こ
れ
こ
そ
国
語
の
授
業
だ
」
と
実
感
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑥
「
五
色
百
人
一
首
」
／
「
五
色
名
句
百
選
か
る
た
」

男
女
問
わ
ず
、
文
句
な
し
で
熱
中
す
る
。
初
年
度
は
「
五
色
名
句
百
選
か
る
た
」
が
よ
い
。

学
習
環
境
を
整
え
て
か
ら
、
具
体
的
な
指
導
に
入
る
。「
全
体
、
し
か
る
後
に
個
」
の
原
則
で
あ
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る
。
全
体
を
安
定
さ
せ
た
後
、
引
き
継
ぎ
資
料
で
評
定
が
「
１
」
と
「
２
」
の
生
徒
を
授
業
に
巻
き

込
む
こ
と
に
力
を
注
ぐ
。
成
功
体
験
を
積
ま
せ
る
だ
け
で
は
足
り
な
い
。
必
要
な
の
は
、
逆
転
現
象

で
あ
る
。
思
い
込
み
を
引
っ
く
り
返
す
の
だ
。
そ
の
た
め
の
支
援
は
主
と
し
て
、
彼
ら
の
認
知
特
性

に
沿
っ
た
発
問
、
指
示
、
全
体
・
個
別
対
応
で
行
う
。
赤
鉛
筆
指
導
も
こ
の
個
別
対
応
に
入
る
。

一
年
間
国
語
を
担
当
す
る
と
、
翌
年
四
月
の
Ｎ
Ｒ
Ｔ
で
は
評
定
「
１
」
が
減
る
。
あ
る
年
は
十
二

名
か
ら
三
名
へ
。
ま
た
あ
る
年
は
九
名
か
ら
一
名
へ
。「
１
」
が
「
２
」
と
な
り
、「
２
」
が
「
３
」

と
な
る
。「
飛
び
級
」
す
る
生
徒
も
い
る
。
そ
し
て
二
年
後
、「
１
」
は
ゼ
ロ
と
な
り
、「
２
」
も
ほ

ぼ
ゼ
ロ
と
な
り
、「
４
」
が
最
も
多
く
な
る
。
分
布
図
の
山
が
右
（
５
）
方
向
に
大
き
く
動
く
の
だ
。

で
き
な
い
理
由
は
人
そ
れ
ぞ
れ
だ
。
だ
か
ら
こ
そ
大
量
の
「
引
き
出
し
」
が
、
教
え
る
側
に
は
必
要

だ
。
向
山
型
国
語
に
は
、
そ
れ
が
あ
る
。

※
　
個
人
の
状
態
像
（
自
覚
症
状
や
表
情
、
言
動
か
ら
の
判
断
）
を
理
解
し
、
必
要
な
支
援
を
考
え
た
り
、
将
来
の

行
動
を
予
測
し
た
り
、
支
援
の
成
果
を
調
べ
た
り
す
る
こ
と
。


